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人
々
の
生
活
視
点
か
ら
創
る

　
　
　
　
環
境
美
化
の
町

　
　
住
民
と
行
政
が

　
　
　
　
　
協
働
す
る
ま
ち

立地協定調印式

　　 
保
健
・
医
療

　
18
年
３
月
に
策
定
し
た
「
健
康
さ
つ
ま
21
」

の
指
針
に
基
づ
き
、
町
民
が
健
や
か
に
、
そ

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
、
各
種
健
診
・
が
ん

検
診
等
の
実
施
、
そ
の
他
健
康
に
関
す
る
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

　
地
域
の
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
健

康
づ
く
り
推
進
員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
な

ど
の
育
成
を
図
る
。

　
保
健
師
や
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
へ

の
参
加
な
ど
、
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

　 

高
齢
者
福
祉

　
本
町
の
高
齢
化
率
は
35
％
に
達
し
、
超
高

齢
社
会
が
進
展
し
て
い
る
。
町
民
の
２
・
８

人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
現

実
を
直
視
し
た
と
き
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役

で
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
日
常
生
活
を
営
み
、

い
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
初
年
度
と
な
る
第
４
期
高
齢
者
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
経
験
や
知
識
を
生
か

せ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
雇
用
・

就
業
の
場
の
確
保
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
な
ど
集
い
と
憩
い
の
場
の
充
実
等
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

　
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
自
立
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
と
地
域
ケ
ア

体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
適
切
な
介
護
給
付
に

努
め
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
立
支
援
」
を

徹
底
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
予
防
活
動
を
中
心

と
し
た
地
域
支
援
事
業
の
拡
充
を
図
り
、
高
齢

者
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

　 

児
童
福
祉

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む
環

境
整
備
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、

す
こ
や
か
支
援
手
当
の
支
給
や
保
育
料
の
軽

減
措
置
に
つ
い
て
継
続
し
て
進
め
る
。

　
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
精
神
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
充
実
を
図
り
、
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。

　
児
童
虐
待
の
問
題
は
、
「
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
を
十
分
に
機
能
さ
せ
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
。

　 

障
害
者
福
祉

　
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
各
種
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
、
「
第
２
期
障
害
福
祉
計
画
」
（
３

か
年
計
画
）
を
策
定
す
る
。

　
障
害
者
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提

供
や
権
利
擁
護
・
援
助
を
行
う
た
め
、
障
害

者
相
談
支
援
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
。

　 

人
権
同
和
対
策

　
人
権
教
育
推
進
計
画
等
を
基
本
に
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
障
害
者
・
女
性
・
こ
ど
も
・

外
国
人
等
の
人
権
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理

解
を
深
め
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
正
し
い

知
識
の
も
と
、
明
る
い
社
会
実
現
の
た
め
活

動
を
推
進
す
る
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
判
断
と
責
任
で
地
域

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
し
、
共
生
・

協
働
・
共
助
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

生
き
が
い
を
感
じ
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
の
環
境
づ
く
り
や
心
身
共
に
健
康
で
心
豊

か
な
人
生
を
送
り
、
人
々
が
潤
う
生
涯
学
習

の
推
進
に
取
り
組
む
。

　 

青
少
年
の
健
全
育
成

　
「
さ
つ
ま
の
日
」
を
提
唱
し
な
が
ら
、
自

然
に
ふ
れ
あ
い
、
異
年
齢
の
交
流
や
各
種
の

活
動
を
通
じ
て
体
験
を
活
か
す
な
ど
、
次
世

代
を
担
う
個
性
豊
か
で
郷
土
愛
の
あ
る
た
く

ま
し
い
青
少
年
の
育
成
に
努
め
る
。

　
地
域
づ
く
り
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
公
民

会
合
併
を
推
進
し
、
自
治
意
識
を
も
っ
て
高

齢
者
が
豊
か
な
経
験
と
知
恵
を
継
承
し
、
地

域
活
性
化
へ
の
起
爆
剤
と
し
て
住
民
自
ら
の

力
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
展
開
が
図
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

　 
学
校
施
設
整
備

　
施
設
設
備
の
老
朽
化
が
進
む
な
か
、
安
全

性
・
快
適
性
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
引
き

続
き
教
育
環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
る
。

　 

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度

　
保
護
者
・
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
、
学

校
・
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
制
度

の
運
用
に
努
め
る
。

　 

学
校
教
育

　
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
「
確
か
な
学
力
」
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
心
の
教
育
や
豊
か
な

人
間
性
、
健
康
・
体
力
な
ど
の 

「
生
き
る
力
」

を
備
え
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
。

　
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
理
科
教
育
や
特
別
支
援
教
育
の
支

援
員
派
遣
事
業
に
取
り
組
み
、
き
め
細
か
な

対
応
に
努
め
る
。 

　
教
育
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
活
用
を
図
り
、
生
徒
指
導
へ
の
積

極
的
な
対
応
に
努
め
る
。

　
学
校
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
、
各

学
校
は
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
外
部

評
価
を
含
め
た
学
校
評
価
に
取
り
組
み
、
保

護
者
や
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
。

　
公
立
幼
稚
園
は
、
鶴
田
幼
稚
園
に
お
い
て

内
容
の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
の
子
育
て
支

援
に
資
す
る
よ
う
対
応
す
る
。

　 

文
化
の
振
興

　
郷
土
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
永
野
金
山
地

区
の
歴
史
資
料
調
査
を
は
じ
め
、
伝
統
的
文

化
や
新
た
な
文
化
の
創
造
な
ど
文
化
活
動
の

推
進
を
図
る
。
　
　
　

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
虎
居
城
跡
発
掘
調
査
を
進
め
る
。

　
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
の
一
部
改
修
工
事

を
実
施
す
る
。

　 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
目
的

に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教

室
等
を
実
施
す
る
。

　
本
年
度
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加

で
き
る
種
目
で
、
第
３
回
町
民
体
育
祭
を
開

催
す
る
計
画
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
は
、
本
年
度
県
連
絡
協
議
会
の
当

番
町
（
会
長
）
と
な
り
、
本
町
で
県
大
会
、

指
導
者
研
修
会
等
を
開
催
す
る
予
定
。

　 

道
路
整
備

　
豊
か
な
地
域
社
会
、
活
力
あ
る
地
域
経
済

の
形
成
を
支
え
る
基
本
的
か
つ
不
可
欠
な
社

会
資
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
要
請
に

応
え
、
計
画
的
な
整
備
・
維
持
に
努
め
る
。

　
国
・
県
道
は
、
整
備
促
進
を
引
き
続
き
積

極
的
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
高
規

格
道
路
（
北
薩
横
断
道
路
）
薩
摩
道
路
の
一

部
が
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
薩
摩
道
路

か
ら
泊
野
道
路
区
間
ま
で
の
調
査
区
間
へ
の

格
上
げ
に
向
け
て
強
く
要
望
活
動
を
展
開
す

る
。

　 

町
営
住
宅

　
ス
ト
ッ
ク
住
宅
の
改
善
を
行
い
な
が
ら
安

全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

　 

河
川
激
特
事
業

　
昨
年
度
に
引
続
き
用
地
取
得
を
進
め
る
と

と
も
に
工
事
も
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

住
民
の
安
全
対
策
や
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　
今
年
度
は
宮
都
大
橋
の
仮
橋
の
設
置
や
推

込
分
水
路
の
掘
削
工
事
等
が
着
手
さ
れ
、
大

願
寺
地
区
に
お
け
る
輪
中
堤
は
完
成
の
見
込

み
で
あ
る
。
懸
案
事
項
で
あ
る
内
水
対
策
に

つ
い
て
も
鋭
意
検
討
を
進
め
る
。

　 

情
報
通
信
施
設
の
整
備

　
公
民
会
（
館
）
の
無
線
化
、
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
高
速
通
信
網
（
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
）
の
整
備
を
進
め
る
。

　 

消
防

　
近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
層
の
火
災
予

防
対
策
の
推
進
を
図
る
。

　
救
急
並
び
に
複
雑
多
様
化
す
る
各
種
災
害

に
対
し
て
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
職

員
の
資
質
の
向
上
を
は
じ
め
、
水
槽
付
消
防
自

動
車
の
更
新
な
ど
、
常
備
体
制
の
整
備
充
実
に

努
め
る
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
、
消
防
団
員
の
災
害
対
応
能
力

の
向
上
に
努
め
、
団
員
の
処
遇
改
善
並
び
に

柏
原
分
団
消
防
車
庫
等
の
施
設
整
備
を
推
進

す
る
。

　 

防
災

　
防
災
研
修
会
、
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
国
・
県
・

防
災
機
関
と
の
情
報
網
を
活
用
し
、
情
報
伝

達
の
迅
速
化
と
本
部
機
能
の
充
実
に
努
め
る
。

　 

水
道

　
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施

設
と
し
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
や
維
持
管
理

体
制
の
整
備
を
図
り
、
「
安
全
・
安
心
で
お

い
し
い
水
」
の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
る
。

　
老
朽
施
設
の
更
新
、
水
質
管
理
の
向
上
、

災
害
時
で
も
安
定
し
た
水
の
供
給
が
で
き
る

よ
う
施
設
の
耐
震
化
、
給
水
拠
点
施
設
な
ど

の
新
た
な
投
資
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

経
営
環
境
を
充
実
し
な
が
ら
、
事
業
計
画
に

基
づ
き
効
率
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
。

　
未
普
及
区
域
並
び
に
未
普
及
世
帯
に
対
す

る
普
及
促
進
は
、
町
民
が
等
し
く
水
道
の
恩

恵
を
受
け
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む

う
え
で
最
低
限
の
社
会
基
盤
で
あ
り
、
住
民

の
意
向
や
水
道
財
政
を
考
慮
し
な
が
ら
計
画

的
に
推
進
す
る
。

　 

環
境
美
化

　
町
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
関
係
機
関

と
一
体
と
な
り
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行

い
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　
可
燃
ご
み
・
不
燃
物
・
資
源
ご
み
の
収
集

実
績
は
毎
年
横
ば
い
の
状
況
で
あ
る
が
、
分

別
と
出
し
方
に
対
す
る
町
民
へ
の
啓
発
を
行

い
減
量
化
に
努
め
る
。

　 

河
川
対
策

　
河
川
汚
濁
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
家
庭
雑

排
水
の
浄
化
対
策
と
し
て
、
小
型
合
併
浄
化

槽
設
置
の
推
進
を
図
る
。

　 

し
尿
・
ご
み
処
理
施
設

　
供
用
開
始
後
、
環
境
セ
ン
タ
ー
は
１０
年
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
１１
年
が
経
過
し
維
持

管
理
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

機
器
類
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
延
命

化
を
図
る
こ
と
で
経
費
の
削
減
に
努
め
る
。

　
過
疎
、
少
子
、
高
齢
化
の
進
展
と
人
口
減

少
が
急
速
に
進
行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

な
か
、
地
域
住
民
に
よ
る
協
働
の
地
域
づ
く

り
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
４
年
目
を
迎
え
た
地
域
活
動
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

　
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
前
期
５
か
年
計
画
に
か

か
る
残
り
２
か
年
で
の
計
画
実
現
を
め
ざ
し

て
事
業
の
推
進
を
図
る
。

　
景
観
行
政
は
、
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、
景
観
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
地
方
交
通
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
運

行
を
継
続
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、

新
規
赤
字
路
線
廃
止
に
対
し
て
は
、
利
用
者

の
実
態
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

　
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
育
む

　
　
　
地
域
福
祉
創
造
の
ま
ち

　
　
教
育
と
文
化
の
薫
る

　
　
　
生
涯
学
習
推
進
の
ま
ち

　
　
　
自
然
と
調
和
し
た

　
　
　
　
便
利
で
快
適
な
ま
ち
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